
■教育
　都市計画・まちづくり系の大学院の演習科目、学部の演習科目では、従来から特定の地域を対象として地域の課題を把握し、その課題
への対応を提案するというPBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）の計画・設計演習を実施した。COC事業を受けて、地域との連
携をより強化した教育プログラムに発展させ、学生の教育効果をさらに高めている。
　毎月開催の運営委員会を立ち上げ、自治会、看護専門学校、UR都市機構、上尾市など、協働のプラットフォームを形成し、演習など
の提案成果を基に関係団体と連携して実証実験を実施した（2016年度は移動販売、原市カフェなど）。
■研究
　学外の地域活動拠点をベースとする卒業論文、修士論文の研究を通じて、地域の課題である「超高齢化に対応した都市環境の形成、
地域の安全性の向上、低負荷環境の創出、経済力の維持・向上」およびその実現のための「多様な主体の協働による都市・地域計画シス
テムの創出」に関する先進的かつ実践的な研究を行い、実社会に役立つための研究成果を提案としてまとめている（2016年度は卒業
論文4件、修士論文1件）。
■社会貢献
　COC事業で設置したサテライトラボ上尾は、地域の関係者の会合の場、地域の諸活動の場として利用されており、地域に直接貢献す
る場として有効に機能しているとともに、企業や市民団体との共同研究や連携活動が拡大展開している。大宮では「まちラボおおみや」
と連携した演習、商店街と連携したイルミネーションなどを実施、さいたまトリエンナーレにも参加した。
　上尾サテライトラボの取り組みは、厚生労働省の老人保健健康増進等事業「住宅団地における介護予防モデルに関する調査研究事業」
の先進事例として注目されている。
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2013年度にCOC事業の助成を受けて創設した「サテライトラボ上尾」およびさいたま市および大宮駅東口協議会が大宮駅東
口で運営している「まちラボおおみや」を拠点として、地域住民、自治会、社会福祉協議会各種学校、市民活動団体、事業者、自
治体などの協力を得ながら、「超高齢化に対応した都市環境の形成、地域の安全性の向上、低負荷環境の創出、経済力維持・向上」
に関わる実証的な研究を実施し、地域の多様な主体の協働による都市・地域計画システム（地域の将来目標像の設定とその実現
のためのプログラム）のあり方を検討している。2016年度は大学単独でなく企業や市民団体との連携による実証実験を展開
した。

プロジェクトの概要

サテライトラボ上尾は、各種団体と連携して教育・
研究・交流の場として活用

地域住民・行政・企業などの関係者へ学生の卒業
論文や修士論文の研究発表会

ＮＨＫ「ひるまえほっと」2月22日(月) 「大学生が
地域の課題を解決！」が放映された

COC活動の成果

連携エリア 上尾市、さいたま市など
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